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遠
野
町
の
平
成
二
十︵
二
〇
〇
八
︶

年
現
在
の
総
人
口
は
、次
の
う
ち
ど

れ
に
も
っ
と
も
近
い
？

1 

約
四
八
〇
〇
人

2 

約
五
五
〇
〇
人

3 

約
六
三
〇
〇
人

4 

約
七
二
〇
〇
人

遠
野
町
と
面
積
が
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
湖
み
す
う
みは
、

次
の
う
ち
ど
れ
？

1 

猪い

苗な
わ

代し
ろ

湖こ〈
福
島
県
〉　

　

 

（
一
〇
三
・
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、全
国
第
五
位
）

2 

十と

和わ

田だ

湖こ〈
青
森
県
・
秋
田
県
〉　

　

 

（
六
一
・
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、全
国
第
十
二
位
）

3 

霞か
す
み

ヶが

浦う
ら〈

茨
城
県
〉　

 　
（
一
六
七
・
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、全
国
第
二
位
）

4 

桧ひ

原ば
ら

湖こ〈
福
島
県
〉　

 　
（
一
〇
・
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、裏
磐
梯
で
い
ち
ば
ん
大
き
い
）

上
遠
野
村
と
入
遠
野
村
が
い
っ

し
ょ
に
な
っ
て
遠
野
町
に
な
っ
た

の
は
い
つ
？

1 

明
治
元
年

2 

明
治
二
十
二
年

3 

昭
和
三
十
年

4 

昭
和
四
十
一
年

みんなでトライ！ミニミニ・テスト

問題
1

問題
2

問題
3

？ ？あなたはふるさと遠野について
どのくらい知っていますか？

遠野町
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遠
野
町
の
総
人
口
の
う
ち
、
六
十
五
歳
以
上
の

人
が
占
め
る
割
合
は
、次
の
う
ち
ど
れ
？

1 

人
口
全
体
の
一
割

2 

人
口
全
体
の
三
割

3 

人
口
全
体
の
半
分

4 

人
口
全
体
の
六
割

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
に
か
け
て
遠
野
で
栄さ

か

え

た
産
業
は
、
次
の
う
ち
ど
れ
？　

あ
て
は
ま
る

も
の
を
ぜ
ん
ぶ
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

1 

手て

漉す

き
和
紙

2 

馬
の
生
産

3 

宿
場
産
業

4 

り
ん
ご
栽
培

い
ま
、
日
本
で
絶ぜ

つ

滅め
つ

が
心
配
さ
れ
て
い
る
動
植

物
で
、
遠
野
町
で
見
ら
れ
る
の
は
、
次
の
う
ち

ど
れ
？　

あ
て
は
ま
る
も
の
を
ぜ
ん
ぶ
選
ん

で
く
だ
さ
い
。

1 

ト
キ

2 

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

3 

カ
ジ
カ

4 

カ
タ
ク
リ

（
答
え
は
次
の
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。）

問題
4

問題
5

問題
7

問題
6

遠
野
町
の
名
所
の
中
で
海
が
見
え
る
の
は
、
次

の
う
ち
ど
こ︵
二
か
所
あ
り
ま
す
︶
？

1 
八
潮
見
城
跡

2 
滝
富
士

3 
往
生
山

4 

遠
野
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
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遠
野
町
は
い
ま
こ
ん
な
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す

 

面
積

　

遠
野
町
の
広
さ
は
一
〇
四
・
五
三
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
。

　

こ
れ
は
、
猪
苗
代
湖
に
ぴ
っ
た
り
収
ま
る

く
ら
い
の
大
き
さ
で
す
。な
ん
と
形
も
そ
っ

く
り
で
す
。

 

人
口

　

遠
野
町
に
は
平
成
二
十︵
二
〇
〇
八
︶年
十

月
現
在
、約
六
三
〇
〇
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。

　

六
十
五
歳
以
上
の
人
が
占
め
る
割
合
は
、

総
人
口
の
約
三
割
で
す
。

　

十
四
歳
以
下
の
人
は
、約
一
割
で
す
。

昭
和
四
十︵
一
九
六
五
︶年
と
平
成
二
十

︵
二
〇
〇
八
︶年
を
く
ら
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
問
題
3
の
答
え
1
〉　

遠
野
町
の
現
状

︵
二
〇
〇
八
︶年
を
く
ら
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

遠野町

猪苗代湖

昭和 40 年
人口 9,208 人

14 歳以下：3,151 人（34.2％） 14 歳以下：717 人（11.4％）

平成 20 年
人口 6,294 人

65 歳以上：782 人（8.5％） 65 歳以上：1,889 人（30.0％）

〈
問
題
1
の
答
え
…
3
〉

〈
問
題
5
の
答
え
…
2
〉
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日
本
は
、世
界
は
、こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
？　

そ
し

て
遠
野
町
は
、
十
年
後
、
二
十
年
後
、
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　

平
成
二
十︵
二
〇
〇
八
︶年
度
生
ま
れ
の
子
ど
も
た
ち
全
員
が
、

遠
野
町
に
残
っ
て
い
れ
ば
、新
入
小
学
生
は
三
十
六
人
で
す
。

そ
の
子
ど
も
た
ち
が
成
人
す
る
と
き
、
い
ま
三
十
歳
の
人
は
五
十

歳
に
、五
十
歳
の
人
は
七
十
歳
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
と
き
の
遠
野
町
と
自
分
の
姿
が
想
像
で
き
ま
す
か
？

　

遠
野
に
は
、縄
文
時
代
か
ら
歴
史
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
わ
た
し
た
ち
も
、
い
ま
ま
さ
に
歴
史
を
つ
く
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

み
ん
な
で
、力
を
合
わ
せ
、活
力
の
あ
る
遠
野
町
を
つ
く
っ
て
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

わ
た
し
た
ち
の
責
任
で
次
の
世
代
に
胸
を
張
っ
て
引
き
継
げ

る
、豊
か
な
遠
野
町
を
つ
く
り
た
い
も
の
で
す
。

遠
野
の

こ
れ
か
ら
を
考
え
る

 
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド

　

平
成
五︵
一
九
九
三
︶年
か
ら
平
成
二
十

︵
二
〇
〇
八
︶年
ま
で
の
十
五
年
間
で
、
遠
野

町
の
人
口
は
全
体
で
千
人
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

前
半
の
十
年
間
で
五
百
人
減
少
し
ま
し

た
が
、
次
の
五
百
人
の
減
少
に
は
半
分
の
五

年
間
し
か
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

前
半
の
十
年
間
で
五
百
人
減
少
し
ま
し

た
が
、
次
の
五
百
人
の
減
少
に
は
半
分
の
五

年
間
し
か
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

平成5年（1993）
7,342 人

平成 15 年（2003）
6,788 人

平成 20 年（2008）
6,294 人

？？

〈
問
題
2
の
答
え
…
3
〉　　
　
　
　
〈
問
題
4
の
答
え
…
1
2
〉

〈
問
題
6
の
答
え
…
1
2 

3
〉　　

 

〈
問
題
7
の
答
え
…
2 

3 

4
〉

7,500

7,000

6,500

6,000

105 2015（年）

（人）
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・ 

地
域
産
業
全
体
の
、後
継
者
不
足
、高
齢
化
。

・  

住
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
公
共
施
設
が
な

い
。 

・  

農
業
収
入
だ
け
で
生
活
す
る
の
が
難
し
く
な
っ
て

き
た
。↓
専
業
農
家
の
減
少
。 

・  

率
先
し
て
、
意
欲
的
に
、
新
し
い
形
態
に
取
り
組
む

農
家
が
少
な
い
。

・ 

養
殖
業
、遊
漁
事
業
の
不
振
。

・  

商
店
街
の
衰
退
、
商
業
の
形
態
が
時
流
に
乗
り
遅

れ
て
い
る
。

・  

環
境
意
識
の
低
下︵
ド
ラ
ム
缶
で
ゴ
ミ
を
燃
や
し

て
い
る
、
御
斎
所
街
道
、
龍
神
峡
な
ど
の
ご
み
、
不

法
投
棄
、生
活
排
水
の
垂
れ
流
し
︶。

・ 

ホ
タ
ル
の
数
が
減
っ
て
い
る
。

・  

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
の＂
川
＂を
活
か
し
き
れ
て
い

な
い
。 

河
川
の
水
量
が
少
な
い
。

・  

川
は
汚
れ
て
い
る︵
農
業
排
水
、生
活
排
水
︶。

・ 

花
い
っ
ぱ
い
運
動
―
地
域
の
人
の
協
力
が
な
い
。

・  

花
い
っ
ぱ
い
運
動
―
毎
年
植
替
え
す
る
の
は
花
や

・  

出
生
率
の
低
下
、
若
者
の
離
町
に
よ
る
人
口
減
＝

少
子
化
、過
疎
化
。

・  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
悪
く
、
情
報
通
信
化
時

代
に
乗
り
遅
れ
て
い
る 

・ 

役
所
の
時
間
外
サ
ー
ビ
ス
が
な
く
不
便
。      

・  

子
ど
も
会
、青
年
会
、婦
人
会
が
な
い
地
区
が
あ
る
。     

・   

U 

J 

I
タ
ー
ン
者
の
受
け
入
れ
態
勢
が
な
い
。空

き
家
提
供
者
が
少
な
い
。  

・  

子
ど
も
の
登
下
校
や
老
人
の
通
行
、
歩
行
に
危
険

な
箇
所
が
多
い
。

大
好
き
な
町
に
す
る
に
は
、
ち
ょ
っ
と
胸
が
痛
む
よ
う
な
問
題
に

向
き
合
う
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
！

地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
、困
っ
て
い
る
こ
と
や
、な
ん
と
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

何
年
に
も
わ
た
っ
て
み
な
さ
ん
が
憂
慮
し
て
い
る
問
題
だ
け
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
で
す
が
、い
く
つ
か
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
集
約
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

 

産
業
・
経
済
／

社
会
基
盤
の
問
題

 
自
然
・
環
境
問
題

 

生
活
・
福
祉
・
文
化
・

教
育
の
問
題

遠
野
町
が
抱
え
る
問
題

⬅

⬅

⬅
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・ 
商
店
の
事
業
規
模
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。 

・ 
地
元
で
買
い
物
を
す
る
人
が
少
な
く
な
っ
た
。

・ 

工
場
の
新
規
進
出
が
み
ら
れ
な
い
。 

・  

観
光
資
源
が
地
域
の
な
か
で
散
在
し
て
い
る
。観

光
施
設
の
整
備
が
不
十
分
。

・ 

伝
統
技
能
を
習
得
し
て
も
生
活
で
き
な
い
。

・  

市
内
各
地
と
の
観
光
施
設︵
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
や
ア

ク
ア
マ
リ
ン
な
ど
︶と
の
連
携
が
不
足
。

・  

町
の
中
は
駐
車
場
が
無
く
、路
上
駐
車
が
多
い
。

・ 

農
免
道
な
ど
の
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
。 

・ 

路
線
バ
ス
廃
止
の
危
機
と
不
安
。

肥
料
が
も
っ
た
い
な
い
。  

・  

老
人
会
の
高
齢
化
で
花
を
植
え
る
作
業
に
限
界
が

あ
る
。

・  

龍
神
峡
な
ど
に
あ
る
め
ず
ら
し
い
植
物
を
も
っ
と

保
護
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

・  

山
林
原
野
の
手
入
れ
を
し
な
く
な
っ
た︵
す
る
人

が
い
な
く
な
っ
た
︶。

・  

里
山
の
よ
さ
に
目
を
向
け
る
人
が
少
な
い
。

⬅

⬅

⬅

☜

☜

☜

☜

☜

☜

⬅

⬅

⬅

ど
う
し
た
ら
い
い
？

み
ん
な
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
あ
っ

て
、
創
意
工
夫
で
経
済
を
活
性
化
さ

せ
よ
う
！

ど
う
し
た
ら
い
い
？

地
域
の
宝
物
で
あ
る
自
然
環
境
を
も

う
一
度
よ
く
見
直
そ
う
！　

き
ら
り

と
光
る
も
の
を
も
っ
と
磨
い
て
本
当

の
宝
物
に
。

ま
と
め
て
み
る
と
⋮
⋮

経
済
的
な
基
盤
が
揺
ら
い
で
い
る
⬇

み
ん
な
の
元
気
が
な
い
。

ま
と
め
て
み
る
と
⋮
⋮

豊
か
な
自
然
の
恩
恵
を
感
じ
て
い
な

い
。環
境
問
題
に
関
す
る
意
識
が
低
い

⬇
ふ
る
さ
と
に
誇
り
が
も
て
な
い
。

ま
と
め
て
み
る
と
⋮
⋮

遠
野
町
に
住
む
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
く
、

住
み
に
く
い
町
に
思
え
て
し
ま
う
。そ

れ
じ
ゃ
あ
、人
は
減
る
ば
か
り
！

ど
う
し
た
ら
い
い
？

ち
ょ
っ
と
く
ら
い
不
便
で
も
、住
ん
で
い

て
楽
し
い
町
に
し
よ
う
。安
全
で
住
み

や
す
い
、
人
が
支
え
あ
う
魅
力
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
し
よ
う
！

・  

昼
間
人
口
が
少
な
い
た
め
留
守
中
の
安
全
に
不
安

が
あ
る
。 

お
年
寄
り
も
不
安
に
感
じ
て
い
る
。

・  

共
稼
ぎ
世
帯
の
生
活
支
援
体
制
が
な
い
。 

地
域
活

動
に
参
加
し
な
い
、 

で
き
な
い
。

・ 

団
塊
世
代
の
活
躍
の
場
が
な
い
。

・  

地
域
振
興
の
連
携
に
欠
け
る
、
地
域
の
統
一
し
た

ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
な
い
。

・ 

地
域
を
担
え
る
人
材
を
育
て
て
い
な
い
。

・ 

自
然
災
害
対
策
が
進
ん
で
い
な
い
。 




